
と且論議
　まちのうごき

人　口6、058人（一72）

　男2，917人（一40）

　女3，141人（一32）

世帯数1，746戸（一3）

平成元年4月1日現在人口

　　　　（　）は対前月比

　　　　　　　　　　

ひとりでも日日はっで

元畜5

　　第455号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　越表小入学式一

　4月10日、町内の小学校5校の入学式が一斉に行われましたが．

越表小学校では佐藤貢英ちゃん（父・欣一さん）がただ／人の入

学式を迎えました。　　　．き読
　入学式には、担任になる杜若先生と一緒に入場し．在校生12名

とその父田らの暖かい拍手で迎えられました。

砂みちの砂のほこりの今朝立たず

　　　　　　　ゆく手にほそき苗代田見ゆ

牧　水

発行／宮崎県東臼杵郡東郷町・編集／企画財政課容69－2111



平成元年5月号②、
つ

こ“
・
つと町報

　
は
た
ち

20

ﾎ
密
迎
え
た
私
た
ち
の
町

　
　
⑳

　
　
髄
さ
れ
、
各
界
の
功
労
者
、

　
本
町
は
、
明
治
二
十
二
年
町
村
制

施
行
に
伴
い
山
陰
、
坪
谷
戸
長
役
場

を
廃
止
し
て
、
東
郷
村
役
場
を
小
野

田
に
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和

四
十
四
年
の
四
月
に
は
現
在
の
町
制

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
今
年
で
二
十
周

東
郷
町
の
町
制
施
行
二
十
周
年
記
念
式
典
が
四
月
一
日
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
中
央
公
民
館
で
開
催

記
念
論
文
・
作
文
入
賞
者
等
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
式
典
は
、
町
内
外
か
ら
約
二
百
人

が
出
席
し
て
行
わ
れ
、
先
人
の
偉
業

と
苦
労
を
し
の
び
全
員
で
感
謝
の
黙

と
う
を
さ
さ
げ
た
あ
と
、
式
辞
に
立

っ
た
高
森
町
長
が
、
「
こ
れ
か
ら
の
新

し
い
時
代
を
迎
え
る

私
た
ち
は
、
い
か
な

る
試
錬
を
も
乗
り
越

え
、
安
全
で
美
し
い

郷
土
を
二
十
一
世
紀

に
引
き
継
ぐ
た
め
総

力
を
あ
げ
て
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
し
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　
そ
の
あ
と
、
町
政

発
展
に
つ
く
し
た
功

労
者
等
の
表
彰
が
行

わ
れ
、
受
賞
者
を
代

表
し
て
羽
坂
の
若
藤

稔
さ
ん
が
「
さ
ら
に

町
が
発
展
を
遂
げ
る

よ
う
町
民
の
】
人
と

し
て
微
力
を
さ
さ
げ

た
い
」
と
謝
辞
を
述

宣

べ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
に
は
祝
賀
会
が
行
わ

れ
、
宮
崎
市
の
前
田
理
恵
子
さ
ん
に

よ
る
独
唱
や
、
東
郷
町
文
化
協
会
の

民
謡
民
舞
、
町
婦
人
会
の
東
郷
音
頭

等
で
二
十
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
表
彰
を
受
け
た
の
は
次
の

方
々
で
す
。

自
治
功
労

　
　
　
木
村
誠

　
　
　
藤
崎
今
朝
男

　
　
　
若
藤
寅
男

　
　
　
松
浦
義
＋

　
　
　
若
藤
稔

　
　
　
三
浦
治
郎
吉

　
　
　
日
高
辰
雄

教
育
文
化
功
労

　
　
　
甲
斐
諭

　
　
　
石
田
数
夫

　
　
　
中
竹
伊
之
市

　
　
　
矢
野
文
雄

　
　
　
寺
田
紋
太
郎

福
祉
保
健
功
労

　
　
　
中
野
辰
己

産
業
経
済
功
労

（
小
野
田
）

（
八
重
原
）

（
鶴
野
内
）

（
福
瀬
）

（
羽
坂
）

（
坪
谷
）

（
下
渡
川
）

（
坪
谷
）

（
越
表
）

（
寺
迫
）

（
坪
谷
）

（
鶴
野
内
）

（
仲
深
）

　
　
　
河
野
今
朝
市

そ
の
他
（
交
通
安
全
）

　
　
　
中
谷
芳
雄

農
業
奨
励

　
　
　
橋
口
善
孝

　
　
　
植
野
誠

　
　
　
伊
東
尚

　
　
　
三
浦
昭
一

　
　
　
前
川
マ
ス
ミ

　
　
　
浜
辺
憲
太
郎

　
　
　
那
須
成
章

　
　
　
山
床
勝
徳

感
謝
状

　
　
　
田
中
長
利

　
　
　
前
田
理
恵
子

　
　
　
柳
田
尚
人

　
　
　
高
山
秋
恵

　
　
　
金
丸
和
光

記
念
論
文
入
賞
三

世
優
秀
賞

　
　
　
池
北
宏

　
　
　
渦
中
延
之
助

（
越
表
）

（
仲
深
）

（
寺
迫
）

（
寺
迫
）

（
鶴
野
内
）

（
田
野
）

（
仲
深
）

（
坪
谷
V

（
坪
谷
）

（
下
渡
川
）

（
宮
崎
市
）

（
宮
崎
市
）

（
坪
谷
）

（
羽
坂
）

（
日
向
市
）

（
小
野
田
）

（
埼
玉
県
）

　
優
秀
賞

　
　
　
黒
木
幸
男

　
　
　
押
川
幸
広

　
　
　
】
山
富
栄

　
佳
作

　
　
　
本
橋
静

　
　
　
黒
木
滉

　
　
　
井
本
哲
子

記
念
作
文
入
賞
者

　
入
選

　
　
　
福
畑
哲
也

　
　
　
中
谷
小
百
合

　
　
　
井
上
夏

　
　
　
稲
田
智
代
美

　
　
　
高
尾
龍
二

入
選

　
　
菊
池
大
輔

　
　
　
三
原
育
子

　
　
　
三
浦
恵
里
香

　
　
塩
月
美
栄

　
　
甲
斐
勉

〔
小
学
校
の
部
〕

（
鶴
野
内
）

（
鶴
野
内
）

（
鶴
野
内
）

（
日
向
市
）

（
迫
野
内
）

（
北
郷
村
）

寺坪坪坪東
小小小小小
六六五ニー
年年年年年

〔
中
学
校
の
部
〕

（
東
中
一
年
）

（
東
中
二
年
）

（
東
中
二
年
）

（
東
中
三
年
）

（
東
中
三
年
）

・
つこ’、

つ
と

　

…
昭
和
四
＋
四
年

町
制
施
行

町
民
憲
章
・
町
民
歌
を
制
定

山
陰
百
姓
一
揆
慰
霊
碑
建
立

東
郷
小
学
校
体
育
館
完
成

深
谷
橋
完
成

…
昭
和
町
＋
五
年

，
一　「　，　．　，　「9

寺
迫
小
学
校
プ
ー
ル
完
成

坪
谷
小
学
校
体
育
館
完
成

山
陰
地
区
簡
易
水
道
給
水
開
始

3
2
7
号
線
国
道
昇
格

「
昭
和
四
十
六
年

町
議
会
の
議
員
定
数
二
十
名
を
十

八
名
に
改
正

　
町
立
東
郷
病
院
改
築

　
赤
松
橋
架
橋

　
八
重
原
大
橋
完
成

　
民
放
テ
レ
ビ
中
継
局
熊
山
に
開
局

昭
和
五
＋
年

　
坪
谷
幼
稚
園
開
園

昭
和
五
＋
一
年

　
町
立
学
校
給
食
共
同
調
理
場
完
成

　
山
陰
電
話
局
が
ダ
イ
ヤ
ル
自
動
化

　
日
向
・
東
郷
衛
生
施
設
組
合
設
立

昭
和
五
＋
二
年

　
坪
谷
中
学
校
越
表
分
校
体
育
館
完
成

　
消
防
ラ
ッ
パ
隊
を
編
成

　
県
道
八
重
原
～
延
岡
線
全
線
開
通

昭
和
五
＋
七
年

　
役
場
に
電
子
計
算
機
導
入

　
坪
谷
中
学
校
温
品
分
校
閉
校

　
町
立
老
人
ホ
ー
ム
鈴
西
園
改
築

昭
和
五
＋
八
年

　
役
場
附
属
庁
舎
完
成

　
マ
ツ
ダ
流
通
セ
ン
タ
ー
完
成

　
出
口
・
大
工
野
・
田
野
集
落
セ
ン

　
タ
ー
完
成

昭
和
五
＋
九
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

町
議
会
の
議
員
定
数
十
八
名
を
十
㎜

六
名
に
改
正

天
神
橋
完
成

町
文
化
協
会
発
足

憎
悪
東
郷
町
2
0
年
の
あ
ゆ
み
漁
農

「
税
制
改
革
」

　　

@　

@
消
費
税
が
ス
タ
ー
ト

町 報（3）平成元年5月号

…
昭
和
四
＋
七
年

　
老
人
福
祉
館
開
館

　
東
郷
幼
稚
園
開
園

　
福
瀬
大
橋
開
通

…
昭
和
四
＋
八
年

　
町
の
花
（
尾
阿
寒
ら
ん
）
・
木
（
山

　
ざ
く
ら
）
・
鳥
（
き
じ
）
を
制
定

　
中
央
公
民
館
開
館

…
東
郷
小
学
校
プ
ー
ル
完
成

…　

�
c
住
宅
（
山
陰
団
地
）
建
設

…
中
野
原
地
区
簡
易
水
道
給
水
開
始

…
金
紗
覇
A
．
の
広
域
A
、
併

　
幕
別
町
と
姉
妹
都
市
提
携

　
町
旗
を
制
定

　
瀬
平
区
が
坪
谷
区
と
合
併

昭
和
五
十
三
年

　
寺
迫
地
区
体
育
館
完
成

　
日
向
地
区
浴
場
東
郷
霊
園
完
成

　
広
瀬
・
羽
坂
・
三
毛
地
区
生
活
改

　
善
セ
ン
タ
ー
完
成

昭
和
五
＋
四
年

　
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
夜
間
照
明
点
灯

　
寺
迫
幼
稚
園
開
園

　
町
道
華
表
下
渡
川
線
開
通

昭
和
五
＋
五
年

　
福
瀬
小
学
校
体
育
館
完
成

　
中
尾
集
会
所
完
成

昭
和
五
＋
六
年

　
馬
瀬
・
坪
谷
小
学
校
校
舎
完
成

　
四
四
六
号
線
国
道
に
昇
格

　
柳
原
橋
完
成

　
昭
和
六
＋
年

　
　
宜
野
湾
市
と
姉
妹
都
市
提
携

　
　
牧
水
橋
完
成

　
　
牧
水
生
誕
百
年
祭

　
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
牧
水
園
開
園
…

　
昭
和
六
＋
】
年

　
　
東
郷
音
頭
作
曲

　
昭
和
六
十
二
年

　
　
東
郷
中
学
校
プ
ー
ル
完
成

　
　
国
産
材
加
工
施
設
完
成

　
昭
和
六
十
三
年

　
　
羽
坂
農
免
道
開
通

．
心
町
観
光
協
会
発
足

平
成
元
年

　
　
羽
坂
バ
イ
パ
ス
全
線
開
通

　
　
町
制
施
行
二
十
周
年
記
念
行
事

r
■
l
i
i
i
i
i
i
i
i
i
－
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
－
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
－
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
－
i
i
i
、
l
i
i
i
i
i
i
i
－
i
i
i
i
i
i
i
i
i
■
l
i
i
i
i
i
i
」

　
今
回
の
税
制
改
革
は
、
国
税
、
地

方
税
を
通
ず
る
抜
本
的
な
改
革
で
、

皆
さ
ん
の
税
に
対
す
る
不
公
平
感
を

な
く
す
と
と
も
に
、
高
齢
化
社
会
を

展
望
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
税
の

し
く
み
を
つ
く
る
た
め
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
主
な
内
容
は
、
所
得
税
や
町

県
民
税
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
た
ほ
か
、

自
動
車
や
テ
レ
ビ
な
ど
に
か
か
っ
て

い
た
物
品
税
が
廃
止
さ
れ
て
、
消
費

に
広
く
薄
く
負
担
を
求
め
る
消
費
税

が
新
し
く
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
消
費
税
は
、
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
の
売
上
げ
に
か
か
る
間
接
税
で
、

国
内
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
取
引
に

対
し
て
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
税
率
で
課

税
さ
れ
る
も
の
で
す
。
納
税
者
は
製

造
、
卸
、
小
売
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

事
業
者
で
す
。
し
か
し
、
消
費
税
は
、

事
業
者
に
負
担
を
求
め
る
の
で
は
な

く
、
事
業
者
が
販
売
す
る
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
の
価
格
に
上
乗
せ
（
転
稼
）

さ
れ
て
、
最
終
的
に
は
商
品
を
購
入

し
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け

る
消
費
者
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
消
費
者
が

負
担
し
た
消
費
税
は
国
の
収
入
に
な

り
ま
す
が
、
そ
の
約
四
割
が
地
方
の

財
源
と
し
て
還
元
さ
れ
る
仕
組
み
に

な
っ
て
お
り
、
地
方
税
財
政
に
と
っ

て
も
重
要
な
意
義
を
有
す
る
も
の
で

す
。　
税
の
こ
と
で
お
わ
か
り
に
な
ら
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
税
務
課
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

町
税
の
一
斉
徴
収

　
昭
和
六
十
三
年
度
の
収
入
金
の
整

理
期
間
が
五
月
三
十
一
日
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
町
税
滞
納
整
理

対
策
本
部
で
は
次
に
よ
り
町
税
の
一

斉
徴
収
を
行
い
ま
す
。
町
職
員
が
家

庭
を
訪
問
し
ま
す
の
で
滞
納
し
て
い

る
町
税
を
完
納
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
一
斉
徴
収
期
間

　
　
五
月
二
十
二
日
～
三
十
一
日

卸監壱
訴忘れなく

　
κ

へ
・

（り

ｳ
▼発

納



平成元年5月号（4）、
つご

・
つと町報

宜
野
湾
市
と
の
横
縫
交
流

　
－
－
新
ひ
む
か
づ
く
り
運
動
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
沖
縄
県
宜
野
湾
市
の
小
学
生
ら
十

七
名
が
、
三
月
二
十
七
日
か
ら
三
泊

四
日
の
日
程
で
本
町
を
訪
れ
交
流
を

行
い
ま
し
た
。

　
宜
野
湾
市
と
は
、
戦
争
中
に
現
在

の
宜
野
湾
市
か
ら
福
瀬
、
坪
谷
に
学

童
疎
開
し
て
い
た
こ
と
が
縁
で
、
昭

和
六
十
年
に
姉
妹
都
市
を
提
携
し
、

文
化
、
産
業
、
教
育
等
を
通
し
て
交

流
を
図
り
両
市
町
の
友
交
を
深
め
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
訪
れ
た
一
行
は
、
児
童
十
四

名
（
全
員
小
学
校
五
年
生
）
と
引
率

者
三
名
で
、
滞
在
期
間
中
坪
谷
小
学

レ
日
向
市
駅
到
着

環
と
し
て
．
．
－

校
、
福
瀬
小
学
校
の
児
童
と
の
交
流

や
、
牧
水
記
念
館
等
の
見
学
、
夜
は

町
内
の
児
童
宅
へ
の
民
泊
な
ど
を
行

い
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
二
十
九
日
に
は
宮
崎
市
の

フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
タ
会
場
を
訪
れ
た

後
、
宮
交
シ
テ
ィ
で
初
め
て
の
ス
ケ

ー
ト
を
行
い
楽
し
そ
う
で
し
た
。

　
こ
の
児
童
交
流
は
、
昭
和
六
十
二

年
度
か
ら
新
ひ
む
か
づ
く
り
運
動
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
昨
年

八
月
に
は
、
本
町
の
児
童
七
名
が
交

流
の
た
め
沖
縄
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

＜
福
瀬
小
学
校
訪
問

へ
○

＜
牧
水
庵
で
の
昼
食

＜
宮
漏
シ
テ
ィ
で
の
ス
ケ
ー
ト

。四竃
謡
撫

　　『
襯〆

嘱
富
盛

レ
中
央
公
民
館
で
歓
迎
会

⇒

レ
地
域
で
の
夜
間
交
流

指
墨
制
虜

…
国
民
年
金
保
険
料
…

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
二
十
歳
か

ら
六
十
歳
ま
で
の
間
、
納
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
間

に
は
、
い
つ
も
安
定
し
た
生
活
だ
け

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
収
入
が
少
な
い
、

病
気
で
働
け
な
い
な
ど
の
理
由
で
、

保
険
料
を
納
め
た
く
て
も
納
め
る
こ

と
の
で
き
な
い
人
も
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
人
の
た
め
に
、
保
険
料
の
免

除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
免
除
制
度
に
は
、
法
律
で
定
め
ら

れ
て
い
る
要
件
に
該
当
す
れ
ば
免
除

さ
れ
る
「
法
定
免
除
」
と
保
険
料
を

納
め
る
事
が
経
済
的
に
困
難
な
時
に

県
知
事
に
申
請
し
て
承
認
を
受
け
る

「
申
請
免
除
」
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
免
除
は
、

①
所
得
が
ゼ
ロ
に
近
い
。

②
生
活
保
護
法
の
医
療
扶
助
な
ど

　
を
受
け
て
い
る
。

③
保
険
料
の
納
入
が
困
難
と
判
断

　
で
き
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
条
件
に
該
当
す
れ

ば
、
県
知
事
に
申
請
で
き
ま
す
。
認

め
ら
れ
る
と
そ
の
年
度
内
の
保
険
料

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
納
入
の
困
難
な
方
、
ま
た
は
前
年

度
に
ひ
き
続
き
申
請
免
除
し
た
い
方

は
、
早
目
（
五
月
末
日
ま
で
V
に
、

役
場
年
金
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

、
つ

こ“、
つ

と町報㈲平成元年5月号

蟻
筏
醸
雲

譲
諜

農業労働賃金表

　
農
業
労
働
賃
金
、
小
作
料
に
つ
い

て
は
、
毎
年
農
業
委
員
会
に
お
い
て

そ
の
標
準
と
な
る
賃
金
を
定
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
元
年

度
の
標
準
賃
金
が
次
の
と
お
り
定
め

ら
れ
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
．
、

標準小作料

区分

年度

上　　田
〔400kg以上）

中　　田
（399～301kg）

下　　田
（300kg以下｝

元年度

21，000

15，000

9，000

作　　　業　　　種　　　類 元年度　…　　備　　　　　考

耕起 5，000　F

整　理　田 荒代 4，000　！

初　　　田
目代 6，000　1

耕起 5，000

末整理田 荒代 4，000

三代 6，000

耕起 6，500

整　理　田 荒代 5，200

飼料作物

ﾕ　　　地

植代 6，000

水
　
　
　
　
稲
　
　
　
　
作
　
　
　
　
業

耕起 6，500

末整理田 三代 5，200

植代 6，000

田　　　植
整　　　　理　　　　田 6，000

未　　整　　理　　田 6，000

1．補植は含まない。

Q．苗運搬は含まない。

整　　　　理　　　　田 11，000
コンバイン

未　　整　　理　　田 11，000
ひも代は含まない。

バインダー
整　　　　理　　　　田 6，000

未　　整　　理　　田 6，000 　　〃
脱　　　穀 ハーベスター／袋当り 300　1袋代は含まない。

耕　　　転 パワーディスク 3，500

深　　　耕 プ　　　　ラ　　　　ウ 5，000　i

　
・
異
母
作
業
労
務
費

農　機　具　使　用　者　日　当 6，000

田　植　　作　業　（男、女共） 4，000 （二食付）

男 5，000　1

女 4，000

注意事項） 立地条件によっては割増料金を設定することがある。

割増料金は受委託二間で設定する。

赤
十
字
社
員
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　
日
本
赤
十
字
で
は
、
　
「
赤
十
字
社

員
増
強
運
動
」
を
五
月
一
日
か
ら
三

十
一
日
ま
で
全
国
一
斉
に
行
い
ま
す
。

　
赤
十
字
の
活
動
と
し
て
は
、
戦
争

犠
牲
者
の
保
護
ば
か
り
で
な
く
、
災

害
救
護
、
国
際
救
護
等
の
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
つ
た
活
動
の

費
用
は
、
多
く
が
、
赤
十
字
社
員
の

社
資
に
よ
り
ま
か
な
わ
れ
て
お
り
ま

す
．
、
こ
の
運
動
は
、
よ
り
多
く
の
人

に
主
旨
を
御
理
解
い
た
だ
き
、
ま
た

加
入
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
赤

十
字
の
精
神
的
、
財
政
的
な
基
盤
を

強
化
す
る
こ
と
に
目
的
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
本
年
は
、
日
赤
宮
崎
県
支
部

創
設
百
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
成
功
さ

せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
不
明
な
点
は
、

福
祉
係
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
一
．

『
飼
養
鳥
類
』

　
　
　
　
　
　
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す

　
『
鳥
獣
保
護
及
狩
猟
二
関
ス
ル
法

律
施
行
規
則
』
の
一
部
改
正
が
行
わ

れ
、
従
来
の
飼
養
許
可
証
と
と
も
に

飼
養
鳥
類
に
は
「
飼
養
鳥
類
個
体
識

別
標
識
（
足
環
）
」
を
取
り
付
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
．
．

　
こ
れ
は
飼
養
許
可
の
対
象
個
体
と

許
可
証
が
別
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
許
可
と
な
っ
て
い
る
鳥
が
死
亡

し
た
場
合
等
に
、
同
一
種
の
別
個
体

を
補
充
し
、
あ
た
か
も
許
可
を
受
け
た

個
体
に
み
せ
か
け
る
い
わ
ゆ
る
「
す

り
替
え
」
が
な
さ
れ
て
も
判
別
で
き

ず
、
飼
養
鳥
類
の
適
正
管
理
上
大
き

な
支
障
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
四
月

十
六
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
リ
ン
グ
装
着
に
要
す
る
費

用
は
、
鳥
獣
飼
養
許
可
証
の
交
付
・

更
新
手
数
料
に
加
算
さ
れ
、
従
来
の

千
百
円
か
ら
二
千
三
百
円
に
改
正
さ

れ
ま
す
。

〔取り付け方法〕

O

滋縷・

■適合鳥類：ウグイス、エナガ

　　　　　　メジロ、その他
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碩
徳
祭
が
四
月
一
日
午
前
十
時
か

ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
　
役
場
前
の

頒
徳
の
碑
に
そ
の
名
を

刻
ま
れ
て
い
る
新
名
馬

治
、
高
森
順
蔵
、
奈
須

熊
吉
、
黒
木
松
美
、
塩

月
儀
市
、
小
野
三
四
の

遺
族
と
高
森
町
長
を
は

じ
め
、
関
係
者
約
四
十

名
が
参
列
し
、

ま
し
た
。

頒徳祭

故
人
の
遺
徳
を
偲
び

Ψ
～
脅
～
φ
～
姫
～
φ
～
φ
～
多
薯
チ
葦
藁
筆
メ
声
～
炉
～
μ
～
玄
ρ
累
螢
ρ
～
芸
’
葦
…
事
…

　
四
月
三
日
、
戦
没
者
合
同
慰
霊
祭

が
成
願
寺
（
鶴
野
内
）
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
慰
霊
祭
は
、
西

南
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦

争
ま
で
の
戦
没
者
三
百

九
十
五
柱
の
冥
福
を
祈

る
た
め
、
社
会
福
祉
協

議
会
が
毎
年
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
遺
族
な
ど

二
百
五
十
名
が
参
列
し
、

に
行
わ
れ
ま
し
た
．
．

慰塁祭
し
め
や
か

役
場
職
員
の
音
量

▽
採
用

　
住
民
課
衛
生
水
道
係

　
　
　
　
　
▽
異
動

寺
田
雅
彦
　
　
　
総
務
課
電
算
係

　
　
　
　
　
民
課
衛
生
水
道
係
）

寺
原
君
保
（
住

町
内
小
・
中
学
綾
敦
職
員
畏
動

　
転
入
・
新
採
用

東
郷
小
へ

教
諭

武
本
博

二
見
民
子

森
山
聖
一

官
田
永
ひ
と
み

黒
木
美
恵

（
加
納
小
）

（
塩
見
小
）

（
新
採
用
）

（
　
〃
　
）

（
　
〃
　
）

福
瀬
小
へ

　
教
諭
　
直
野
美
恵
子
（
門
川
小
）

　
主
事
　
黒
木
泰
子
　
　
（
新
採
用
）

坪
谷
小
へ

　
校
長
　
田
中
　
茂
　
　
（
坂
本
小
）

　
教
頭
　
白
石
昌
興
　
　
（
宮
水
小
）

　
教
諭
　
山
口
浩
俊
　
　
（
東
郷
小
）

越
表
小
へ

　
校
長
　
矢
野
隆
男
　
　
（
富
島
中
）

　
教
諭
　
前
田
雄
二
（
高
鍋
東
小
）

　
養
教
　
山
本
ふ
じ
代
（
財
光
寺
小
）

寺
迫
小
へ

　
教
頭
　
新
原
澄
雄
　
　
（
明
道
小
ゾ

東
郷
中
へ

　
教
頭
　
池
田
幹
夫
　
　
（
上
江
中
）

　
教
諭
　
上
山
宗
幸
　
　
（
門
川
中
）

　
　
　
佐
藤
紀
子
　
　
（
新
採
用
）

　
　
　
甲
斐
康
．
兀
　
　
（
　
〃
　
）

　
　
　
竹
下
敬
子
　
（
〃
　
）

坪
谷
中
へ

　
教
頭
　
中
馬
越
一
馬
（
庄
内
中
）

　
教
諭
　
蛯
原
　
浩
（
大
王
谷
中
）

　
　
転
出
・
退
職

東
郷
小
か
ら

　
教
諭
　
嶋
添
三
代
子
（
日
知
屋
東
小
V

　
〃
　
出
山
敦
子
　
　
（
大
宮
小
）

　
〃
　
山
口
浩
俊
　
　
（
坪
谷
小
）

福
瀬
小
か
ら

　
教
諭
　
坂
本
秀
二
（
土
々
呂
小
）

坪
谷
小
か
ら

教隆昌
諭会長

　
㌻
疑

柳
田
尚
人
　
　
（
退
職
）

黒
木
隆
夫
　
　
（
〃
　
）

出
水
理
恵
子
（
山
田
小
）

黒
表
小
か
ら

　
校
長
　
岩
田
　
平
　
　
（
退
職
）

　
教
諭
　
平
原
政
博
（
都
農
東
小
）

　
三
教
　
寺
原
順
子
　
　
（
富
吉
小
）

二
丁
小
か
ら

　
教
頭
　
面
上
　
繋
　
　
（
丸
野
小
）

東
郷
中
か
ら

よ
ろ
し
く
お
願

愚
湧

「
秘
・

　
教
頭

　
教
諭

坪
谷
中
教
頭

　
教
諭

　
、し

高
島
武
志
　
　
（
油
津
中
）

宇
和
田
憲
人
（
木
花
中
）

佐
田
智
恵
美
（
富
島
中
）

窪
田
博
美
　
　
（
岩
脇
中
）

安
倍
弘
子
　
　
（
退
職
）

下
大
田
義
弘
（
門
川
中
）

三
林
克
教
（
大
王
谷
中
）

し
ま
す

隊ム

派
遣
社
会
主
事

　
　
時
任
孝
俊

　
四
月
一
日
か
ら
教
育
委
員
会
に
甲

斐
先
生
の
後
任
と
し
て
勤
務
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
主
に
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
、
家
庭
教
育
等
を
担
当
し
ま
す

が
、
社
会
教
育
全
般
の
勉
強
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
出
身
は
宮
崎
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど

西
都
市
の
小
学
校
に
勤
務
し
て
い
ま

し
た
。
体
育
で
は
、
大
学
生
の
頃
に

体
操
競
技
（
鉄
棒
や
マ
ッ
ト
な
ど
）

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
ウ
エ
ス

ト
が
気
に
な
り
ま
す
、

　
東
郷
に
は
五
人
家
族
で
や
っ
て
き

ま
し
た
。
長
男
（
小
三
）
、
次
男
（
小

二
）
が
東
郷
小
に
、
長
女
が
東
郷
幼

稚
園
に
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
居
を

鶴
野
内
に
構
え
ま
し
た
．
．

　
い
ろ
ん
な
事
を
学
び
な
が
ら
、
一

日
も
早
く
町
民
の
仲
間
入
り
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
皆
様
の
お
役
に
立
つ

仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
．
、
家
族
と
も
ど
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

つ町報とう（7）平成元年5月号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　モ
　　▼全国大会3位入賞　　iト・i

　　　　　　　　坪谷中男子庭球部；ピi

一瞬膿撫難蹴i“顧
た坪谷中学校男子庭球部は・予選・一グ；クi

をま膜轡媒撫；灘繕スi
代表の高松中と対戦し、善戦しましたがしこ陣【」

2対1で目しくも敗れ、3位が決定しました。

対戦成績

　予選リーグ（Aパート）

　坪谷中2対1教育大旭川（北海道代表）

　坪谷中2対1向陽中（広島県・中国代表）

　坪谷中2対1西郷中（福島県・北関東代表）

　　　　　　　　　　　　　　　〔昨年度優勝校〕

決勝トーナメント

　1回戦　不戦勝

　準決勝　高松中（石川・北信越代表）2対1坪谷中

　　▲牧水歌碑～越表小学校～

　越表小学校に牧水の歌碑が建立され3月25日、

除幕式が行われました。

　この歌碑は、3月で定年退職した岩田校長と歌

碑建設委員会により建立され、これで町内すべて

の小・中学校に牧水歌碑ができたことになります。

　なお、歌碑の歌は、「よりあひてますぐにたてる

あを竹の　やぶのふかみにうぐひすのなく」。

ら、

T
毯

　
エ
　
ミ
ぎ

攣
：
～
ネ
轟

．
　
笛
窪
の

　
＃
ス
む
司
そ

　
け
÷
西
赫
や
《

　
　
　
　
恭
へ

三
下

、－

亀 　　　▼忠魂碑が改築竣工

　山陰成願寺境内に建立されている忠魂碑の改

築が、東郷町社会福祉協議会により行われまし

た。

　この改築事業は、東郷町遺族会をはじめ町民

各位の浄財を仰ぎ実施されたもので、総事業費

は約970万円でした。

　　　　　　　　　　「磯蝋悔㌔胤　　　聖

　　▲テレホンカード3作目
　町観光協会では、このほど三作目のテレホンカ

ードを作成しました。

　現在整備が進んでいる牧水公園内の多目的研修

施設をデザインしたもので、1枚800円です。

　牧水記念館、牧水庵、及び役場企画財政課で販

売しています。

舞

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

親
離
れ
四
五
日
経
ち
て
や
う
や
く
に

喘
か
な
く
な
り
し
子
牛
撫
で
や
る

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
イ
セ

か
げ
深
き
冠
岳
に
遅
き
陽
の
射
し
き

て
桜
う
す
紅
に
映
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

日
の
出
ま
え
か
む
り
の
山
は
か
す
み

を
り
ま
ば
ら
に
白
き
山
桜
花
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

春
の
雨
よ
す
が
ら
降
り
し
朝
明
け
に

西
林
岳
は
久
々
の
滝

　
　
　
　
　
　
　
　
荒
砂
金
義

衰
え
し
母
が
隣
室
に
眠
り
を
り
襖
隔

て
て
軒
の
き
こ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄



平成元年5月号（8）、
つご、

つ
と報町

繭
ご

　
今
か
ら
二
十
八
年
前
ア
メ
リ
カ
大

統
領
ケ
ネ
デ
ィ
が
、
就
任
式
で
演
説

し
た
有
名
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

「
わ
が
国
の
同
胞
ア
メ
リ
カ
の
皆
さ

ん
、
皆
さ
ん
の
た
め
に
何
を
な
す
べ

き
か
を
問
い
給
う
な
。

　
皆
さ
ん
が
祖
国
ア
メ
リ
カ
の
た
め

に
何
を
な
し
得
る
か
を
問
い
給
え
」

　
こ
の
演
説
を
東
郷
町
に
引
用
し
て

み
ま
す
と
、
「
わ
が
東
郷
町
の
皆
さ
ん
、

町
当
局
が
町
民
の
た
め
に
ど
ん
な
事

を
し
て
く
れ
る
か
を
口
に
し
な
い
で
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
町
の
た
め
に
ど
ん

な
事
を
す
る
べ
き
か
を
考
え
ま
し
ょ

う
」
と
言
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る

と
、
町
当
局
に
す
べ
て
を
任
せ
る
の

で
は
な
く
、
町
民
が
手
を
取
り
合
っ

て
、
ど
ん
な
事
を
す
れ
ば
有
益
な
事

が
で
き
る
か
を
論
じ
合
っ
て
い
く
の

が
大
切
で
あ
る
と
言
う
事
で
す
。

　
町
は
国
や
県
の
指
導
を
受
け
、
或

い
は
町
議
会
の
議
決
の
も
と
、
い
ろ

い
ろ
な
施
策
を
実
行
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
方
町
民
自
体
の
発
想
に

よ
る
こ
と
が
ら
も
あ
る
筈
で
す
。
そ

の
事
を
町
民
同
志
手
を
取
り
合
っ
て

語
り
合
い
、
成
し
遂
げ
て
行
く
事
が

極
め
て
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ふ
る
さ
と
創
生
の
言
葉
に
も
、
「
自

ら
考
え
、
自
ら
実
行
す
る
」
と
あ
り

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
町
の
施
策
に
も

協
力
し
、
町
民
自
体
の
発
想
に
も
勇

気
を
も
っ
て
実
行
し
、
町
と
町
民
と

が
一
体
と
な
っ
て
は
じ
め
て
町
民
の

幸
せ
が
生
れ
て
来
る
で
し
ょ
う
，
、

　
具
体
例
を
挙
げ
て
み
る
と
、
町
が

多
額
の
予
算
を
か
け
て
町
民
の
健
康

増
進
を
図
る
住
民
検
診
を
し
て
い
ま

す
が
、
町
民
の
受
診
率
が
入
郷
他
村

に
比
し
て
最
も
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
で
は
折
角
の
健
康
増
進
施
策
の

効
果
は
あ
が
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
町
民
の
中
に
は
、
柿
園
と
畜

産
の
複
合
経
営
を
親
子
で
取
り
組
ん

で
い
る
人
や
、
ピ
ー
マ
ン
栽
培
を
通

し
て
農
業
所
得
を
拡
大
し
よ
う
と
他

に
呼
び
か
け
て
い
る
人
、
畜
産
増
進

や
野
菜
加
工
等
に
取
り
組
む
婦
人
グ

ル
ー
プ
、
或
い
は
牛
の
多
頭
飼
育
に

取
り
組
ん
で
い
る
人
も
い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
れ
等
の
人
た
ち
の
数
は
極

め
て
少
な
い
よ
う
で
す
。

　
町
行
政
と
町
民
自
体
の
活
躍
は
車

の
両
輪
で
す
。
こ
の
車
の
両
輪
を
う

ま
く
か
み
合
せ
て
東
郷
町
を
発
展
さ

せ
ま
し
ょ
う
。
　
「
な
ん
で
も
挑
戦
、

み
ん
な
が
参
加
」
で
す
。
　
「
自
ら
考

え
、
自
ら
実
行
」
で
す
．
、

　
発
想
の
着
眼
点
は
、
あ
な
た
の
足

も
と
に
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
一
人
で
考
え
ず
、
二
人
、
三
人

と
語
り
合
っ
て
み
る
と
よ
い
発
想
が

＾
　
奇
，
膏
．
，
賃
買
蒼
，
憂
が
苫
吝
｛
…
蓑
蒼
寄
，
会
営
オ
．

③
牧
水
の
歌

町
内
の
歌
碑

　
め
ぐ
り

〈
坪
谷
小
学
校
〉

教
育
長渡
辺
邦
彦

ほ
と
と
ぎ
す

　
鳴
く
よ
と
母
に
起
さ
れ
て

す
が
る
小
窓
の
草
月
夜
か
な

　
牧
水
の
母
校
坪
谷
小
学
校
に
、
牧

水
生
誕
百
年
（
昭
和
六
十
年
）
を
記

念
し
て
、
坪
谷
地
区
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
で
こ
の
歌
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し

た
。
除
幕
式
は
同
年
十
月
二
十
四
日

の
生
家
に
お
け
る
記
念
式
典
の
あ
と

同
校
で
行
わ
れ
、
若
山
旅
人
さ
ん
の

率
い
る
創
作
社
の
社
友
の
皆
さ
ん
も

参
列
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
歌
碑
の
書
は
、
若
山
旅

人
さ
ん
の
筆
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
歌
は
、
明
治
三
十
八
年
（
二

十
歳
）
の
『
新
声
』
十
月
号
に
投
稿

さ
れ
た
よ
う
で
す
。
牧
水
は
、
こ
の

年
の
六
月
に
早
稲
田
大
学
文
学
科
高

等
予
科
を
修
了
し
て
故
郷
坪
谷
へ
帰

省
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
そ
ら
く
そ

あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
　
新
ひ
む
か
づ
く
り
運
動
町
民
会
議

　
　
　
　
　
　
会
長
都
甲
鶴
男

奇
「
匠
て
　
學
貰
U
忌
　
［
f
　
圧
可
　
層
貰
　
■
可
　
【
耳
　
犀
冨
・
　
「
τ
・
　
層
可
　
■
万
　
【
耳
　
‘
可
　
土

　
の
時
の
作
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
ご
承
知
の
と
お
り
牧
水
生

家
の
す
ぐ
裏
に
は
竹
林
が
あ
り
ま
す

　
が
、
そ
こ
で
ほ
と
と
ぎ
す
は
鳴
い
て

　
い
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
鳴
き
声
を

母
（
マ
キ
）
が
耳
に
し
て
、
牧
水
に

も
聞
か
せ
よ
う
と
思
い
、
寝
て
い
る

わ
が
子
を
起
こ
し
た
感
心
の
や
さ
し

さ
が
私
た
ち
に
も
こ
こ
ろ
よ
く
伝
わ

　
っ
て
き
ま
す
。

　
久
し
ぶ
り
に
帰
っ
て
き
た
故
郷
の

家
、
き
れ
い
な
月
夜
の
晩
、
鳴
く
ほ

と
と
ぎ
す
の
な
つ
か
し
い
声
、
そ
れ

を
じ
っ
と
聞
き
入
っ
て
い
る
母
と
子
、

な
ん
と
す
ば
ら
し
い
情
景
で
し
ょ
う
。

レ
坪
谷
小
学
校
の
歌
碑

　
さ
て
、
坪
谷
小
学
校
の
玄
関
に
入

る
と
す
ぐ
傍
に
赤
い
ポ
ス
ト
が
置
い

て
あ
り
ま
す
．
、
児
童
達
は
↓
年
生
か

ら
六
年
生
ま
で
短
歌
を
作
っ
て
お
り
、

自
分
の
が
で
き
あ
が
る
と
、
こ
の
ポ

ス
ト
に
投
函
し
ま
す
．
学
校
で
は
、

二
ヶ
月
に
一
回
こ
の
ポ
ス
ト
を
開
け

て
文
集
を
作
っ
て
お
り
、
　
「
ポ
ス
ト

文
集
」
と
名
づ
け
て
お
り
ま
す
が
、

す
で
に
十
八
号
が
発
行
さ
れ
て
い
ま

す
．
．
歌
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い

ち
だ
ん
と
自
然
に
ふ
れ
る
喜
び
を
味

わ
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
父
母

か
ら
の
投
稿
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
だ
ん
だ
ん
と
楽
し
い
文
集
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
同
校
に
は
も
う
「
つ
小
さ

な
歌
碑
が
あ
り
ま
す
が
、
次
号
で
紹

介
い
た
し
ま
し
よ
う
。

そ
ば

　
　
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
現
在
、
町
観
光
協
会
で
は
「
牧
水

庵
」
の
そ
ば
を
町
内
で
確
保
す
る
た

め
生
産
者
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
申
し
込
み
が
少
な
い
よ
う
で
す
。

　
量
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
販
売
で

き
る
方
が
い
ま
し
た
ら
町
観
光
協
会

事
務
局
（
企
画
財
政
課
内
）
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
買
い
取
り
価
格
は
、
殻
つ

き
の
ま
ま
で
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り

三
百
円
で
す
。

、
つ

こ“、
つ

と報町麟平成元年5月号
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ぜ
ん
そ
く

⑱
喘
息
の
話

東
郷
病
院
院
長

　
　
高
橋
弘
憲

　
喘
息
と
は
“
あ
え
ぐ
”
と
い
う
意

味
の
単
語
で
す
が
、
医
学
的
に
は
気

管
支
喘
息
の
こ
と
を
言
い
ま
す
、

　
気
管
支
喘
息
の
特
徴
を
定
義
す
れ

ば
、
「
種
々
の
刺
激
に
よ
っ
て
気
管
支

が
広
範
囲
に
攣
縮
し
狭
窄
し
た
結
果
、

呼
吸
困
難
が
起
こ
る
が
、
自
然
あ
る

い
は
治
療
に
よ
っ
て
改
善
す
る
可
逆

的
な
病
態
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
発
作
の
原
因
と
な
る
刺
激
に
は
、

ア
ト
ピ
：
体
質
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
、

感
染
、
精
神
的
ス
ト
レ
ス
や
自
律
神

経
失
調
、
気
管
支
拡
張
に
関
与
す
る

受
容
体
の
欠
如
な
ど
多
種
多
様
な
も

の
が
あ
り
、
必
ず
し
も
一
つ
で
は
な

く
い
く
つ
か
が
重
複
し
て
い
る
場
合

が
多
く
、
明
ら
か
な
困
果
関
係
を
つ

か
む
こ
と
は
難
し
い
よ
う
で
す
。
小

児
喘
息
の
六
～
八
割
は
成
長
と
と
も

に
消
失
し
ま
す
が
、
中
に
は
成
人
に

な
っ
て
も
時
々
発
作
に
悩
ま
さ
れ
た

り
、
人
に
よ
っ
て
は
4
0
歳
過
ぎ
て
初

め
て
喘
息
発
作
を
体
験
し
た
方
も
い

る
よ
う
で
、
個
人
差
の
あ
る
病
気
と

言
え
ま
す
．

　
発
作
時
に
は
、
程
度
に
応
じ
た
対

応
が
必
要
で
、
軽
い
場
合
は
家
庭
で

気
管
支
拡
張
剤
の
と
ん
服
や
吸
入
を

行
う
だ
け
で
も
お
さ
ま
り
ま
す
が
、

ひ
ど
く
な
る
場
合
や
、
特
に
顔
色
が

ま
つ
青
に
な
っ
て
冷
汗
で
身
体
が
冷

た
く
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
速
や
か

に
来
院
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
最

初
は
軽
く
て
も
、
一
晩
放
置
し
て
お

く
と
思
わ
ぬ
重
症
と
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
喘
息
発
作
の
場
合

は
手
遅
れ
に
な
る
と
生
命
に
か
か
わ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特
に
自
分
で

来
院
で
き
な
し
子
供
た
ち
は
、
親
が

（
　
　
　
ミ
＼
＼

ヘ
ロ、叢叢

　＿、
　’）一

躍遼．・ご稼
A’A（

鐘
Yy～～VY

．
勲

よ
く
観
察
し
、
時
期
を
遅
ら
せ
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
．
．

横
に
な
れ
ず
呼
吸
を
肩
で
す
る
よ
う

な
時
は
要
注
意
で
す
。

　
発
作
時
以
外
の
と
き
に
も
注
意
す

べ
き
大
切
な
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
り

ま
す
、

　
主
な
も
の
を
挙
げ
る
と
、

0
心
身
を
鍛
え
る
こ
と
．
．
（
若
年
者
の

場
合
特
に
）
発
作
が
起
こ
る
こ
と
を

怖
が
っ
て
体
育
も
休
む
よ
う
で
は
い

け
ま
せ
ん
。
普
段
は
ス
ポ
ー
ツ
も
し

て
、
心
肺
を
鍛
え
ス
ト
レ
ス
に
負
け

な
い
心
を
育
て
て
く
だ
さ
い
。

②
正
し
い
薬
の
使
用
を
す
る
こ
と
。

ま
ず
、
体
重
に
対
し
て
十
分
量
の
薬

（
予
防
薬
も
含
め
て
）
が
投
薬
さ
れ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
小
児
の

場
合
は
成
長
す
る
の
で
、
年
々
薬
の

量
は
変
化
し
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
診
療

に
来
ず
薬
ば
か
り
も
ら
っ
て
い
た
た

め
、
数
年
前
と
同
じ
量
し
か
投
薬
さ

れ
て
い
な
い
患
者
の
例
も
数
件
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
逆
に
過
剰
に
飲
ん
だ

り
吸
入
す
る
こ
と
も
危
険
で
す
。
嘔

気
も
出
現
す
る
し
、
動
悸
や
不
整
脈

の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

③
喘
息
と
思
っ
て
い
て
も
他
の
病
気

の
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
経
過
が
ど
う

も
お
か
し
い
と
き
は
、
医
師
と
相
談

し
て
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
だ
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
要

は
「
人
で
悩
ま
ず
、
困
っ
た
時
は
早

目
に
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
．
、

⑧
㊤
㊤

　
　
　
　
　
　
　
こ
ロ
サ
ろ
ざ
し

　
こ
》
ろ
暖
ま
る
「
志
」

　
去
る
三
月
二
十
日
中
央
高
齢
教
室

の
閉
口
式
前
に
迫
野
内
の
黒
木
滉
さ

ん
よ
り
、
東
サ
ナ
ヱ
さ
ん
か
ら
預
か

っ
て
来
ま
し
た
と
コ
志
し
と
次
の
よ

う
な
伝
言
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

”
迫
野
内
老
人
ク
ラ
ブ
に
配
本
さ
れ

て
い
ま
す
巡
回
文
庫
の
『
老
人
の
看

護
を
し
た
主
婦
の
話
し
』
を
読
ま
せ

て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
、
八

十
七
才
の
母
の
看
護
に
役
立
っ
て
い

ま
す
”
　
そ
の
感
謝
の
意
を
表
し
た

い
と
金
一
封
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
、

熱
望

で
～
す
ノ

本
当
に
心
暖
ま
る
「
志
」
と
伝
言
で

あ
り
ま
し
た
．
、
巡
回
文
庫
配
本
の
仕

事
の
重
大
さ
を
身
を
持
っ
て
感
じ
さ

せ
ら
れ
、
仕
事
に
活
力
を
与
え
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
申
し
ト
げ
ま

す
。　
　
　
　
　
教
育
委
員
会
　
係
よ
り

臆
：
・
塾
」

　　　　1■

P

馳、　　－

塾
所
だ
よ
り
聾
麟

安
全
運
転
に
徹
し
よ
う

O
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
目
に
し
、
カ
ー

　
ブ
の
手
前
で
は
減
速
す
る
一
、

O
自
転
車
乗
り
、
歩
行
者
の
動
き
に

　
注
意
す
る
。

O
交
差
点
で
は
、
徐
行
、
一
時
停
止
、

　
安
全
確
認
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

O
運
転
中
は
、
雑
談
を
避
け
、
運
転

　
に
専
念
す
る
。

O
車
両
の
定
期
点
検
を
確
実
に
行
い

　
ま
し
ょ
う
．
．

O
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
　
「
安
全
の
ハ

　
ス
ポ
ー
ト
．
ご
運
転
者
は
も
ち
ろ

ん
同
乗
者
も
必
ず
着
用
し
ま
し
．
φ

・
つ
．
、

「
　
コ
コ

巴
、
二
ご
“
8
，

．｝

E）

∩（u照

　○
）、

曜
0

墓
漿



平成元年5月号（10）
・
つこ“

・
つと報町

回
回

回
・圃

〆
攣

へ

、辱

，
．
唱

婦
人
検
診

5
月
1
7
日

▽
場
所
　
左
表
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

▽
受
付
　
9
時
～
1
0
時

▽
場
所
　
農
協
坪
谷
支
所

▽
受
付
　
1
3
時
～
1
4
時

5
月
1
8
日

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

▽
受
付
　
9
時
～
1
0
時

　
　
　
　
1
3
時
～
1
4
時

5
月
1
9
日

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

▽
受
付
　
9
時
～
1
0
時

▽
場
所
　
農
協
寺
迫
支
所

▽
受
付
　
1
3
時
～
1
4
時

一
般
健
康
相
談

5
月
2
0
日

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

▽
受
付
　
9
時
～
1
0
時

18

P
月
児

　
　
　
健
康
診
査

5
月
2
2
日

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

▽
受
付
　
1
3
時
3
0
分

赤
ち
ゃ
ん
・

　
　
　
　
妊
婦
相
談

5
月
2
2
日

▽
場
所
　
東
郷
町
中
央
公
民
館

▽
受
付
　
赤
ち
ゃ
ん
相
談

　
　
　
　
　
9
時
3
0
分
～
1
0
時

　
　
　
　
妊
婦
相
談

　
　
　
　
　
1
0
時
～
1
0
時
3
0
分

乳
児
健
康
診
査

5
月
2
4
日

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

▽
受
付
　
1
3
時
3
0
分
～
1
4
時
3
0
分

3
歳
児
健
康
診
査

5
月
3
0
日

中
場
所
　
老
人
福
祉
館

▽
受
付
　
1
3
時
～
1
4
時

行
政
相
談
・

　　

@　

l
権
相
談

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
県
や
町
の

仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
、
ま
た

人
権
に
関
す
る
相
談
を
受
付
け
ま
す
。

▽
日
時
　
5
月
1
6
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

　
当
日
以
外
は
、
自
宅
で
受
付
け
て

い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
．
、

　
行
政
相
談
委
員

　
　
東
郷
町
仲
深

人
権
相
談
委
員

　
　
東
郷
副
寺
迫

　
　
　
　
　
羽
坂

　
　
　
　
　
越
表

山
口
俊
一

黒
木
利
松

山
本
和
年

海
野
俊
男

心
配
ご
と
相
談

　
心
配
ご
と
・
悩
み
ご
と
な
ど
、
ど

ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
各
地
区
の
相
談
委
員
（
民

生
委
員
）
に
よ
る
地
区
相
談
も
、
毎

週
火
曜
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
員
宅

で
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
併
せ
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
5
月
1
6
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

消
費
生
活
相
談

　
消
費
生
活
に
関
す
る
買
物
相
談
（

表
示
の
見
方
等
）
、
苦
情
相
談
〔
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
の
安
全
性
、
品
質
、
取

引
方
法
、
契
約
を
解
除
し
た
い
と
い

う
よ
う
な
相
談
等
）
な
ど
に
つ
い
て

く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

く
だ
さ
い
。

▽
日
時

▽
場
所

　
　
　
お
気
軽
に
ご
相
談

5
月
1
6
日
　
9
時
～
1
5
時

東
郷
町
老
人
福
祉
館

㊥漁 ．
愈
燃

　
　
　
　
　
　
腎

今
月
の
納
税
等

消費者被害防止月間

国
民
健
康
保
険
税
一
期

箸
急
・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
田
野
の
吉
田
宗
蔵
さ
ん
か
ら

　
（
憲
三
さ
ん
・
3
5
歳
ご
死
去
）

◎
仲
深
の
井
本
ウ
メ
ノ
さ
ん
か
ら

　
（
茂
さ
ん
・
7
6
歳
ご
死
去
）

◎
仲
深
の
山
ロ
一
好
さ
ん
か
ら

　
（
ミ
ャ
さ
ん
・
8
2
歳
ご
死
去
）

◎
小
野
田
の
都
甲
勇
一
さ
ん
か
ら

　
（
今
朝
吉
さ
ん
・
8
5
歳
ご
死
去
）

◎
鶴
野
内
の
福
谷
玉
男
さ
ん
か
ら

　
（
ア
サ
ヱ
さ
ん
・
8
1
歳
ご
死
去
）

　
（
良
人
さ
ん
・
2
7
歳
ご
死
去
）

藤
藤
蒸
激
葵
薬
藤
添
葵
藤
灘
藤
激
睡

直
挿

　　

@　

@　

@　

@　

ﾔ
一

轍
藤
螺
藤
薫
演
慈
寒
慈
藤
厳
薬
蟹
走

　
　
（
三
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

那 那 高 赤

須 須 橋
ち
や

愛 賢 瑠
璃
ん
の

美 司 子 名

春 一 伸 父

の
夫 夫 彰 名

仲 小 仲 住
野
深 田 深 所

結
婚
お
幸
せ
に

一 （ （ （甲高 東日 黒岩 日大 氏

斐尾 高 木倉 高山

陽岩 京義 き重 文
く 名

子男 子春 よ徳 子實

日福 門坪 日迫 坪南 住
向 川 向野 郷
市瀬 町谷 市内 谷村 所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

塩 福 原 都 福 井 山 吉

月 谷 田 甲 谷 本 口 田
氏

A
良 覇 アサ ミ 憲

名
弘 人 榮 吉 ヱ 茂 ヤ 三

85 27 81 85 81 76 82 35 年

歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 齢

福 鶴 小 小 鶴 仲 仲 田 住
野 野 野 野
瀬 内 田 田 内 深 深 野 所
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